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島根県自然公園協会

　参加者からも「自然と観光を結び付けて考えることが今

後につながることを念頭に仕事を進めていきたい」、「これ

からは成長ではなく成熟だという言葉が印象に残ってい

る」、「初めて触れる知識や概念が多く学びの多い講演会だっ

た」など感想をいただきました。

　今後も定期的に、このような講演会を開催していきたい

と思います。

　令和 5 年 7 月 6 日に、涌

井史郎氏（東京都市大学特

別教授）をお招きして、公

園協会設立以来初めて講演

会を開催しました。

　涌井史郎氏は、国際博覧

会　愛・地球博会場演出総合プロデューサーはじめ、国連

生物多様性の10年委員会・委員長代理ほか、各種委員会組

織などに多数関わっていらっしゃいます。また、2027年

開催の国際園芸博覧会（「GREEN × EXPO 2027」）の

総合監修というお立場もあり、大変お忙しい中、島根県に

お越しいただきました。

　当日は、参加された100名あまりの方々に対し「保護と

利用の均衡を図った新たな国立公園を核とした地域振興の

方向」をテーマに、ネイチャーポジティブ、30 by 30な

どの最近の動き、自然公園の活用などについてお話いただ

きました。

「保護と利用の均衡を図った新たな国立公園を核とした地域振興の方向」を開催しました

講 演 会

～施策に対する要望書が環境省へ提出されました !! ～
島根県自然公園協会要望活動島根県自然公園協会要望活動島根県自然公園協会要望活動

　令和５年10月８日に、楫野会長が朝日健太郎 環境大臣政務官

に要望書を手渡されました。

　国立、国定公園などの歩道やトイレ、東屋などの整備や再整備

を行う事業の予算増加や県立自然公園等への事業拡大、国立公園

満喫プロジェクトに選定され先駆的な取組を行っている大山隠岐

国立公園への継続支援などを要望しました。

　要望書を受け取られた朝日政務官は、「国立公園は環境省の「１丁

目１番地」と考えている。自然公園の保護、更なる利用に向けた

取組を引き続きお願いしたい。」とコメントを頂きました。

　要望書は、環境省国立公園課長等へも手渡しを行い、環境大臣

等への要望書も預けました。
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